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● 環境教育等促進法に基づく体験の機会の場認定制度は、土地又は建物の所
有権等を有する国民や民間団体が、その土地又は建物で体験活動を提供する
場合に、申請に基づき、都道府県知事等の認定を受けることができる制度。
● 森林や里山などの自然体験の場のほか、見学受入れや体験を行うエネル
ギー関連施設、環境に配慮して運営されている工場や施設、私立学校等が市
民講座を実施している場などが認定されており、幅広い分野にわたって認定
を取得することが可能。

背景・必要性

「体験の機会の場」
認定制度マーク

認定された「体験の機会の場」
３３件(2024年４月時点)

●自然体験
○社会体験
■自然体験及び社会体験

【秋田県】
○能代火力発電所および能代エナジアムパーク

【福島県】
●里山林・自然塾
●三菱製紙株式会社エコシステムアカデミー
白河山荘及び白河甲子の森

【群馬県】
●チノービオトープフォレスト

【前橋市】
■サンデンフォレスト
○モノ：ファクトリー

【千葉県】
●森の墓苑

【埼玉県】
■石坂産業株式会社くぬぎの森環境塾

【八王子市】
●佐川急便「高尾100年の森」

【川崎市】
○レゾナック川崎事業所
○株式会社ショウエイ
○富士通株式会社川崎工場
●明治大学黒川農場

【山梨県】
●清泉寮新館及びキャンプ場を含むその周辺の森
林

【大阪市】
○あおぞら財団付属西淀川・公害 と環境資料館（エコ
ミューズ）

【広島県】
■株式会社オガワエコノス本山工場

【岡山市】
■藤クリーン株式会社リサイクルセンター

【倉敷市】
○みずしま資料交流館 あさがおギャラリー

【山口県】
○ダチョウによる食品リサイクルループの
仕組みと食品ロスについて

■海岸漂着物で作るクラフトアート

【高知市】●株式会社相愛

【佐賀県】●いまり「こまなきの里山」

【愛知県】
●KAYAMAファーム
○市田プラント

【北海道】
●雨煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウス

【栃木県】
●モビリティリゾートもてぎ ハローウッズ

【宮崎県】●しゃくなげの森

●

■○

【長野市】
■Workcation Place花伝舎

【大分県】●くじゅう九電の森

●

【京都府】
○株式会社京都環境保全公社 瑞穂環境保全センター

【京都市】
○株式会社京都環境保全公社 伏見環境保全センター

○

【浜松市】
■地球のたまご
●里の家

○○

● 

「体験の機会の場」 認定状況 別添４



●認定事業者の声（認定のメリット）
• 市のホームページにもサンデンフォレストのいろいろなイベントが載るようなって、よりいっ
そうPRできるようになって、また来ていただく子供たちの人数が増えた。

• 一番のメリットは認定を受けた自治体とのコミュニケーションがとれる、深まるというところ。
認定されているのと、されていないのでは社会からの信頼度が変わってくる。自治体か
ら認定を受けているということで、参加者の方々も安心して参加してくださると思う。

• 新しいお客さまに当社の製品を買っていただくときに、この森も一緒にご案内する。「本
当に環境を重視している会社なんだな」ということで新しい商売につながったり新入社
員の採用にも大きな影響を与えている。

• 同じ認定を取られている事業者の方との交流であったり、そこで情報交換をさせていた
だいたり、会社の中だけにいたら出会えなかった交流が生まれたというところが大きい。

認定「体験の機会の場」の活動事例

サンデンフォレスト（群馬県前橋市）

・ 認定事業者名：サンデン株式会社
・ 認定：平成26年8月・前橋市

●概要
•赤城山南麓にある、自動販売機・ショーケース
などの生産活動を行う事業所。敷地の半分を
占める森林を、環境教育や自然体験活動の
フィールドとして地域の方々に利用いただいてい
る。

•工場見学、森のガイドウォーク、ネイチャークラフ
ト、森づくり活動等を実施。

清泉寮新館及びキャンプ場を含むその
周辺の森林（山梨県）

・ 認定事業者名：公益財団法人キープ協会
・ 認定：平成24年12月・山梨県

●概要
• 八ヶ岳南麓に約240ヘクタールの敷地を持つ
公益財団法人。清里の自然を活かし、専門
の知識と経験を備えたレンジャーが、環境教
育プログラムを実施。宿泊施設も併設している。

• 自然と人、人と人とをつなぐ役割を果たすレン
ジャーが環境教育指導者として多様な環境
教育プログラムを行っている。

石坂産業株式会社 くぬぎの森環境塾
（埼玉県）

・ 認定事業者名：石坂産業株式会社
・ 認定：平成25年3月・埼玉県

●概要
• ごみをごみにしない社会「ZERO WASTE 

DESIGN」をビジョンに掲げ、埼玉県三芳町で、産
業廃棄物の再資源化・環境教育に取り組んでいる。

• リサイクル工場のほか、敷地の80％を占める森林の
一部を「三富今昔村」として開放。里山に生息する
植物や生き物を知るガイドウォーク、自社農園での
食育体験、里山体験プログラムなどを実施。

●参加者の声
• 木でできたものが色々あって自然を大切にしているから自分も大切にした
いと思いました。

• 自然と触れ合って色々なことを体験できるので色々なことを大切にするこ
とにつながるのではないかと思いました。

• 企業が自然と一体となって事業をひろげていくという考えは今後必要に
なっていくと思うのでよいことだと思います。

• 自然をなかなか体験できなかったりするので、（体験活動を通じて）こう
いう自然がこれからも受け継がれていけばいいなと思いますし、こういうこと
が受け継がれていくことに価値を見出せる子になってくれるといいなと思っ
ています。

【参照】「体験の機会の場」コンセプトムービー
https://www.youtube.com/watch?v=42Xy_MIr9u8

【出典】環境省「体験の機会の場」コンセプトムビー（https://www.youtube.com/watch?v=42Xy_MIr9u8）から引用

https://www.youtube.com/watch?v=42Xy_MIr9u8
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